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つかり手術のため入院致します。会員皆様に

はご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお

願い申し上げます。

■幹事報告
１）例会臨時変更のお知らせ

○横浜港北ロータリークラブ

日時　３月１日㈭→３日㈯ IM 移動例会

日時　３月８日㈭夜間例会

　　　台湾剣譚 RC 来訪

日時　３月 29 日㈭→ 31 ㈯

　　　第４グループ観桜会

　　　点鐘　12 時 30 分

場所　横浜ベイシェラトン

○横浜保土ヶ谷ロータリークラブ

日時　３月６日㈫夜間移動例会

　　　点鐘　午後５時 30 分

場所　レストラン　味蕾亭　℡ 045-441-3488

■国際奉仕委員会　             青木　邦弘

１）　２月７日卓話をいただきました横浜市教

育委員会の甘粕様から要望されましたネパー

ルの人をあざみ RC の一楽様からご紹介いただ

きました。ガバナー事務所では、留学生のそ

の後は全く把握していないとのことでした。

２）旭 RC・日本語ボランティア計画

○現在の活動状況

　代表は濱屋さん。

　講師は 24 人　全員ボランティア

　場所　鶴ヶ峰ココロット

　　　　木曜日を除く毎日

■司　　会　ＳＡＡ　後藤　英則

■開会点鐘　会　長　滝澤　　亮

■斉　　唱　手に手つないで

■出席報告

■本日の欠席者
齋藤、福村、佐藤（真）、二宮（麻）

■皆出席者表彰　　　　　　　　

安藤　公一会員　　　　13 年

北澤　正浩会員　　　　５年

二宮　　登会員　　　　48 年

■会長報告　　　　　　　　　　
　皆様、こんにちは。先日 18 日の安藤達雄会

員のご葬儀にご参集いただきました会員には、

誠にご苦労様でした。安藤公一会員にはお悔

やみを申し上げます。湯川ガバナーの取り計

らいにより献花と香典を頂いております。

　又、私事で恐縮ですが、心臓に不具合が見

本日の出席数        25 名

本日の出席率    86.21％ 修正出席率          100％

会員数　 　 　    31 名
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台北から少し離れ

た台中というとこ

ろに留学していて

普段は全く会うこ

とはありませんで

したので、時間が

あったら会いたい

ねと話していまし

たが、私もその子

も予定があるので

なかなか会えない

だろうと思ってい

ました。しかし、幸運にもその友人が、その

日は地区の旅行で台北に来ていましたので、

台北 101 のカウントダウンで何とか会うこと

ができました。その子は毎日中国語の勉強が

あると言っていたので私よりもはるかに中国

語を話せるんだろうと思い、私も頑張る必要

があると思いました。その友人と短い間話を

してからみんなの所へ戻り年越しをしました。

10 秒前からカウントダウンが始まり、この１

年を振り返ると、いろいろなことを経験させ

てもらったものだと思い返していると、年が

明けました。こんなに華やかな年越しは人生

で初めてだったので凄く楽しかったのですが、

家に帰るのにとても苦労しました。というの

も台北 101 のそばの電車の駅は人がたくさん

入るとホームに落ちてしまう可能性があるの

で入場規制がかかります。１番近くの駅は何

時間待っても入れない可能性があったので、

隣の駅まで歩きました。しかし隣の駅も人で

いっぱいで結局 20 分ぐらい待ってから駅に入

りホームで 10 分以上待ちやっと電車に乗るこ

とができました。家まではそんなに遠くなかっ

たのですがいつもの２倍以上の時間をかけて

やっと家に帰ることができました。家に帰る

ともう夜中の２時を少し回っていました。ホ

ストマザーがまだ起きて待っていてくれてい

て、「楽しかった ? もう遅いからシャワー入っ

て早く寝なさい」とだけ言って寝室に入って

いきました。後から聞いた話ですが、年越し

の時にお酒を飲んでしまう留学生が多いらし

く家に着く前に外で寝てしまうということが

毎年あるそうです。ホストマザーは私がお酒

を飲まないのを知っていますが、そういうこ

とに巻き込まれて家に帰って来なかったらど

うしようと心配してくれていたそうです。幸

い、私の友達たちはみんなお酒を飲まないの
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　　　13 時～ 16 時まで開催

　小学生 2人、中学生２人、大人約 50 人

　教科書初級編４部、中級編２部は本人負担

　授業 1回 100 円も本人負担

　先生一人に生徒１～３人

　遠足年 2回 (自己負担 )

　12 月のパーティーは先生の持ち寄りで開催

　*現在 13 年続けている

○旭日本語ボランティア支援計画

・教科書無償支援

　初級編４部構成１冊 1,400 円× 4　5,600 円

　中級編２部構成１冊 1,400 円× 2　2,800 円

* 貸出対応とし、汚れたら再購入とする

・遠足支援（年 2回）12 月パーティー支援

○今回の支援計画

・春の遠足支援

　参加者　外国人とその子ども約 30 人

　講師とロータリアン 20 人

　予算 12 万円　

* 一人当り 1,000 円～ 2,000 円の寄付をお願

　い致します！

■塩麻里奈さん、月例レポート１月報告
　皆さんあけましておめでとうございます。

今年もどうぞよろしくお願いします。

　最初に、先月のレポートで書けなかった 12

月 31 日の年越しの様子をご紹介します。日本

にいた時は毎年家族でテレビを見ながら家で

のんびり年越しをしていましたので、同じよ

うに今年も、現在の家族であるホストファミ

リーと一緒に家で年越しをしようと思ってい

ました。しかし、12 月 31 日の前日に、仲良

くしている留学生のグループの仲間から一緒

に年越しをしないかと誘われました。大晦日

の外はかなり混むとホストマザーに言われて

いたので行こうか迷いましたが、一生に一度

しかない体験だと思ったので行くことにしま

した。場所は台北 101 と言う台北で有名な高

いビルの年越しイベントでした。台北 101 の

近辺は、早く行かないと交通整理で入れなく

なってしまうと言われたので、年越しの始ま

る約６時間前の６時にみんなで集まりゆっく

り夕飯を食べながら年越しを待ちました。日

本ほど台湾は寒くないので、外で待っていて

もそれほど寒さは感じませんでした。しかし、

６時間という長い間、暇を潰すのはなかなか

大変でした。年越しまであと１時間と迫った

時、他の地区に留学している日本人の女の子

から連絡が来ました。その子は台北ではなく
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でそのようなことに巻き込まれることなく

帰ってくることができました。つくづく友達

に恵まれたことに感謝すると同時に、心配し

てくれるホストファミリーがいてとても嬉し

く思いました。

　話は変わりますが、１月５日に中国語の朗

読コンテストがありました。12 月の最終週の

火曜日にどの題目を読むか自分で決めて、ロー

タリアンや留学生の前で読むことによって、

中国語をどれくらい話せるか試されるコンテ

ストでした。私は題目を決めてから毎日ホス

トマザーにアドバイスをもらいながら一緒に

読みました。私が決めた題目は「塞翁が馬」

と言う日本でもなじみのある漢文のものです。

中国語で読むと少し意味が違うところもあり

読んでいて楽しかったです。本番では、かま

ずにすらすらと読むことができましたが、他

にも上手い子が沢山いて入賞することができ

ませんでした。しかし、中国語を教えてもら

うことでホストマザーとたくさん話すことが

できましたし、自分より中国語が上手い留学

生がたくさんいるということを知ることがで

きて、良い機会でした。また、このような機

会があると思うのでその時には絶対に賞をも

らえるようにもっとがんばります。

　さて、アメリカ人の友達に誘われてダンス

の練習をしていると以前のレポートでもご報

告していたと思いますが、ついに１月にその

ダンスを披露する機会がありました。正直何

のために練習してるのかよくわかっていませ

んでしたが、それは今月の中旬にあったス

ピーチとパフォーマンスで中国語の習得状況

をロータリーの方々に披露するコンテストの

ために練習していたそうです。ただこのコン

テストにはロータリーの留学生だけではなく

大学生として留学してきた他の留学生も参加

するため、なかなか入賞が難しいものでした。

自由参加だったためほとんどの留学生が参加

しませんでしたが、それでも私のグループの

ほかにロータリーからは３つのグループが参

加していました。大学生の留学生たちは、留

学前に自国で中国語を勉強しており、中国語

の習熟度が高く、私は、彼らが話しているこ

とをやっとのことで理解するほど、とっても

上手でした。

　パフォーマンスはどんなことをしても良い

のですが、私が最もすごいと感じたことは中

国語で作詞作曲した曲を歌っている人たちが

いたことです。歌を作曲することだけでも難

しいことなのにそれを中国語でやってしまう

なんて驚きで、とても尊敬しました。私は、

入賞は難しいと思いましたが、今まで練習し

てきたことを精一杯出そうと思い、ステージ

の上では笑顔を忘れずに楽しむことを一番に

考えパフォーマンスをしました。その結果、

今までで１番良いパフォーマンスができたと

感じました。他のグループのレベルの高さに

驚きの連続でしたので、結果発表の時に私た

ちのグループが呼ばれることはない思ってい

たのですが１番最初に私たちのグループの名

前が呼ばれました。もらった賞はロータリー

特別賞と呼ばれるロータリーの参加者の中で

良かったグループに与えられる賞でした。ま

さかそんな賞がもらえるとは思っていなかっ

たのでとても嬉しくなり、グループの仲間と

抱き合いながら賞状をもらいました。私はダ

ンスもスピーチもなかなか覚えられなくて、

他の２人にかなり迷惑をかけてしまったと思

いますが、それでも一生懸命練習してよかっ

たと思いました。コンテストの終了後、グルー

プのメンバーの２人が、私のスピーチはとて

も良かったしダンスもいつもニコニコしてい

てとてもムードが華やかになったと褒めてく

れました。今までたくさん練習したので、優

勝できなかったのはすごく残念ですが、誘っ

てくれた友達、一緒に練習手伝ってくれた周

りのホストファミリーや学校の先生にもすご

く感謝の気持ちでいっぱいです。これからも

スピーチコンテストなどに積極的に参加して

自分の中国語を磨いていけるように頑張りた

いです。このコンテストは、私にとって苦手

意識を持っていたダンスや中国語でのスピー

チに対して自分の気持ちを少し変えられると

ても良い機会になりました。最初から苦手だ

と思うのではなく何事にも挑戦していくこと

が大切だということを学びました。
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　　台湾に来て約５ヶ月が過ぎました。５ヶ

月とは留学生活の半分を指します。本当にあっ

という間できっと残りの半分はもっとあっと

いう間に過ぎてしまうのではないかと不安に

思うこともありますが、毎日自分なりに一生

懸命中国語の勉強や台湾の文化をを勉強でき

ていると思うので焦りはありません。来たば

かりのときには泣いたり日本がすごく恋しく

なったりホームシックになったりしましたが

今では日本と台湾の違いを冷静に受け止める

ことができ楽しく毎日過ごしています。ふと

去年の今頃は何をしていたんだろうと思うこ

とがあります。この間来年度の台湾派遣候補

生と LINE で話す機会がありました。去年の

今頃は、台湾に派遣先が決まり、台湾はどん

なところだろう何を勉強したらいいんだろう

と不安や期待の入り混じった気持ちだったこ

とを覚えています。派遣候補生に選ばれたの

が本当に昨日の事のように感じます。もう私

が派遣候補生に選ばれてから１年以上経って

いると思うと本当にあっという間です。台湾

派遣候補生には、まだアドバイスをできるほ

ど私も成長していないとも思いましたが、台

湾にいる今しか話せないこともあると思った

のでいろいろ伝えました。実際に来てみない

と分からない台湾についてのことなど、留学

前にローテックスの人が教えてくれた通りだ

と感じることも多くあり、ロータリーのロー

テックスの制度はとても重要だと思いました。

私が日本に帰った後は、３年間ローテックス

として、台湾に派遣される人たちに台湾につ

いての情報や私が苦労したことなどを伝えて、

その人たちの助けになりたいと思いました。

そのために今台湾でいろいろな場所に行き日

本との違いを感じたくさん勉強していろいろ

な情報を日本に持って帰れたらいいなと思い

ました。

■雑誌委員会　　　　　　　　　安藤　公一

○ロータリーの友２月号紹介

１）横組み P5 ～ P6

　今月２月 23 日はロータリー創立記念日で

す。p5にはポール・ハリス以下の創立メンバー

の写真と P6 には誕生した経緯、その下には日

本ロータリー誕生の話も載っています。簡単

に読めますので是非ご一読を。

２）今月のテーマは「平和と紛争予防 / 紛争

解決月間」です。ｐ 8-9 の川妻二郎さんのさ

んの手記「原爆から生き残る」は短いが強烈

です。御年 90 歳のロータリアンが原爆の体験

を書いておられます。戦争の悲惨さを語り継

ぐことも紛争予防の大きな部分を占めている

ことを再認識しました。

　続く P10 には小学６年生の「平和について

考えるきっかけに」という作文で鹿屋基地か

らの特攻隊の話が載っています。p14 には「私

の考える平和とは」というテーマの中で我が

2590 地区の横浜西 RC の吉川さんという弁護

士が「戦没画学生の遺作に思う」という記事

があります。以前 TV 番組で紹介された長野建

上田市にある「無言館」という美術館には美

術学校から出征した学生の遺作が数多く展示

されており、そこを訪れて感じたことが記さ

れています。私自身、毎年大学ラグビーの合

宿で訪れている菅平に行く際に、今度訪ねて

みようと思っています。

３）P24 は「米山記念奨学事業 50 年のあゆみ」

-1980 年代 - は、本事業を理解していく上で

とても有用な内容です。今一つ理解が浅いと

おもわれている方は是非ご一読を。

４）P26 下段に題 2590 地区の地区大会の記事

が載っています。

５）縦組み P4-8 の「戦線からの生還・開拓・

奨学金」は川越 RC の 95 歳の今泉会員 (1993-4

年度第2570地区パストガバナー)の手記です。

筆者の戦時中のビルマでの体験からビルマ（現

ミャンマー）への恩返しとして奨学金立ち上

げへの道のりが記されています。

６）縦組み P22「柳壇」に吉原さんの句

　　いとこ会　無病一人で　恥ずかしい

　　が解説付きで載っていました。

■５分間情報　　　　　　　　　  倉本　宏昭

○冬季オリンピックがおこなわれている

　「平昌」について

　2018 年冬季オリンピックが韓国の平昌で開

幕しました。期日は 2/9 ㈮から 25 日㈪までの

17 日間です。

「平昌」は韓国の北東部、ソウルから東に車で
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約３時間。平均標高は 700 ｍで、夏は避暑地、

冬はスキーリゾートとして多くの観光客が訪

れている所ですが、冬の寒さは韓国厳寒の地

といわれているそうです。2002 年に放映され

た「冬のソナタ」のロケ地として知られていて、

日本の長野県のような所だそうです。この時

期の気温は平均で -0.9℃、日中 -5.9℃、最低

-10.9℃。平均気温では札幌 -3.1℃、長野の

白馬 -2.6℃よりも低く、更にこの寒さに風が

加わることが多く、体感温度はかなり低くなっ

て、選手を悩ませているようです。8 月は平

均 22.9℃、日中 19.0℃、最低 15.8℃で、住

みやすそうですが雨が多いということです。

　特産品はそば、朝鮮牛、日本海でとれるス

ケソウダラを干した「ファンテ」という食べ

物があるそうですがどんな味か知りません。

　オリンピックといえば表彰台ですが、形状

は韓国伝統建築様式の瓦屋根の曲線美を生か

したもので、屋根に積もる雪を連想させる白

い色。表彰式のスタッフの衣装は、オリンピッ

クの精神や韓国のアイデンティティー、更に

平昌の寒さを盛り込んで、韓国国旗の青と赤

に雪の結晶をデザインしたもので、冬用の韓

国伝統衣装であるトウルマギとドンパン、飾

り物の風車、トシとよばれる腕巻き、首巻き

などを活用した防寒着です。メダリストに渡

される記念品のうち、ぬいぐるみは、スホラ

ンという白虎に昔、朝鮮王朝時代に王様から

授かった御賜花を被せたものだそうです。

　残りわずかですが、日本人選手の活躍を祈

りましょう。

■がんセミナーにつきまして           大川　伸一

 来る３月 24 日㈯のがんセミナーの現在の登

録人数はまだ 14 名です。皆様、参加者のリク

ルートをどうぞよろしくお願いします。

■ニコニコ BOX（会員敬称略）

滝澤　　亮／また入院して手術をすることに

なりました。皆様にご迷惑をおかけいたしま

す。

田川　富男／安藤達雄さん、淋しいことです。

旭ロータリークラブを作った方の存在感は、

なんと大きいのでしょうか。

安藤　公一／①兵藤さん、卓話宜しくお願い

します。② 2/19 の父、達雄の葬儀に際し、ご

多用の中ご列席賜り、有難うございました。

③皆出席を頂きありがとうございます。もう

13 年も経つ事に驚いています。④平昌五輪で

の日本人の活躍を祝って。

宋　　謹衣／いよいよ女子フィギュアスケー

ト日本代表の宮原選手と坂本選手が登場しま

す。必ず優勝します！

目黒　恵一／兵藤会員、卓話楽しみです。よ

ろしくお願いします。

倉本　宏昭／今日は５分間情報の担当です。

後藤さんが５分 1000 円だと…②兵藤さん、卓

話久しぶりですね。楽しみです。

須藤　　亘／本日の卓話、兵藤会員宜しくお

願いします。

太田　勝典／兵藤さん、卓話楽しみにしてお

ります。

青木　邦弘／①兵藤先生、卓話楽しみです。

②国際奉仕から、ご寄付をお願い申し上げま

す！

大川　伸一／兵藤先生、本日の卓話をよろし

くお願いします。

後藤　英則／兵藤会員、卓話楽し味です。

市川　慎二／兵藤先生、いつもの楽しい卓話

楽しみです。

内田　　敏／兵藤さん、本日の卓話楽しみで

す。

新川　　尚／兵藤さん、卓話楽しみです。

佐藤　利明／兵藤先生、卓話楽しみにしてい

ます。

吉原　則光／兵藤さんの卓話、大変楽しみに

しています。よろしくお願いします。

北澤　正浩／①兵藤さん、卓話楽しみにして

おります。②皆出席祝いをありがとうござい

ます。

二宮　　登／①兵藤さん、卓話たのしみにし

ています。② 48 年皆出席祝いをありがとうご

ざいます。

兵藤　哲夫／本日、卓話当番です。よろしく

お願いします。

安藤　達雄 ( 公一代筆 ) ／皆様からの暖かいお

こころざしに感謝申し上げます。

■卓話「戌・犬・狗年にちなんで」　　　　　

　　　　　　　　　　 　　　　　兵藤　哲夫

　年賀状の整理が未だできていない。こんな

ことをしていると、あっという間に来年の年

賀状の季節になってしまいそうだ。

　今年は例年通り 300 枚用意しましたが、足

りなくなり 100 枚増刷をしてしまった。昨今、

パソコンで作ることが多くなったが、私は旧

知の印刷屋に持ち込んでいる。もう数十年の

付き合いだ。俺もおやじも歳をとった。でも

この印刷屋のおやじと年に一度会わないと正



月を迎えられないということである。

　今年はいぬどし。動物病院開業以来、この

いぬたちに飯を食べさせてもらった。結婚し

て５人の子供をもうけ、家を建て楽しませて

もらったのも、このいぬたちのおかげである。

恩義を感じている。

　今年の年賀状には戌(いぬ)という字が踊っ

た。この難しい戌の字は日常つかわないので、

なんとなく違和感がある。いぬは犬が良い。

　十二支は、戌である。十二支の 11 番目にで

てくるのが、この戌である。中国でもこの戌

はつかっていなく、狗と書くそうだ。もっぱら、

方位を表し、時刻を表す時に使うと云うこと

です。

　十二支は中国でも難しく、子供でもわかり

易くするために皆が知っている動物を当ては

めただけです。本来この戌 ( いぬ ) という難

字のいみは、ひとまとめにする、束にする、

収穫などを意味する字であり、犬とはまった

く関係がない宛て字であります。ややこしい

話である。

　犬という字は象形文字であり、中国でも犬

と書いていたが、現在では狗と表記している

そうです。狗とは犬が小さく丸くなったかわ

いい、という意味になります。

　犬のことわざはたくさんあります。が、あ

まり良い意味でつかわれているものは少ない

ようです。あいつは犬だ、という言葉には他

人の秘密を嗅ぎまわるスパイの意味がありま

す。犬侍・いぬざむらいとは、下っ端、うだ

つのあがらない侍で、人を卑しめ、軽んじて

いる言葉です。犬死とは、その死がなんの意

味ももたない、無駄で役に立たない死のこと

で、尊厳をもって死にたいものです。

　夫婦げんかは犬も食わない、は仲裁に入っ

てあげても良い結果は得られない、けんかし

ていたかと思うとすぐ仲良くなり、けろっと

した様子、やってられないよぅ、という意味

のようです。

　犬猿の仲ということわざもあります。元々

仲よくできない間柄のことです。犬と猿は元々

生活様式が違いけんかしないものです。まず、

犬と猿では食べ物が違って争いにならないし、

木の上と地上、ましてやメスのとりあいなど

種族が違ってありえないことです。このこと

わざは、人間がむりやり犬と猿を近づけて両

方が恐怖を感じたことから生じたものでしょ

う。犬の遠吠え、ということわざは、人間社

会の中であいつはいつも口先だけで文句は言

うが、体を張って解決に当たろうとはしない

意味です。

　有名なのに、犬も歩けば棒に当たる、とい

うことわざがあります。このことわざには二

つの意味があるようです。一つはじーっとし

ていてもいいことなどありません、社会で行

動することにより、わざわいもある代わりに、

幸運にもあうことができますよ、引きこもり

の人やおたくの人には、もっと社会にでなさ

い、と云いたい思いです。

　犬は３日飼えば恩をわすれない、のことわ

ざは、他人から恩義を受けたなら一生その恩

を忘れてはならないという教訓です。現代人

はやってあげても恩を感じてくれる方が少な

くなりました。忘れてはならない大事な教訓

です。まだまだ義理人情の世の中ですぞ、く

れぐれもお忘れないように。

　それにしても、全般的にさげすんだことわ

ざが多いようです。昔の犬は評価が低かった

ですね。寝るところもない、食べるものもな

く、ただただ人間の残り物を頂戴して家から

家を廻って物乞いし、水をかけられ、棒で追

われ、それは苛酷な生活をしていたことでしょ

う。それにつけ現在の犬たちは、エアコンの

ある家の中で寝て、栄養満点なフードをもら

い、家族の一員として愛され、なんて幸せな

のでしょうか。

　動物の扱いを見ればその国の文化程度がわ

わると云います。犬が幸せならば世の中は平

和なのです。犬だけでなく全ての生き物が自

然の摂理の中で生きることを望んでいます。

決して人間がこれを壊すことのないように心

がけなければなりません。

■次週の卓話　　

    3/7 ㈬　災害復興支援フォーラム

　　坪井　均様（NPO 法人難民を助ける会）

　　               週報担当　青木　邦弘　
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